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１
．
学
術
雑
誌
の
変
貌
へ
の
対
応

大
学
図
書
館
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
環

境
が
大
き
く
変
貌
を
は
じ
め
た
頃
に
図
書
館
員

と
な
っ
た
。
そ
の
前
年
、
職
場
に
は
国
会
図
書

館
の
印
刷
カ
ー
ド
の
購
入
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

4
年
後
に
は
、
日
本
語
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

の
富
士
通
オ
ア
シ
ス
が
導
入
さ
れ
、
翌
年
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
と
公
衆
回
線
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
情

報
検
索
サ
ー
ビ
ス
も
導
入
さ
れ
た
。
パ
ソ
コ
ン

と
業
務
電
算
化
が
図
書
館
に
普
及
す
る
黎
明
期

で
あ
っ
た
。

大
学
図
書
館
に
勤
務
し
て
最
初
に
担
当
し
た

の
は
、
逐
次
刊
行
物
の
発
注
、
受
入
、
目
録
、

製
本
、
配
架
で
あ
っ
た
。
逐
次
刊
行
物
担
当
は
、

学
術
情
報
流
通
の
全
般
を
見
渡
せ
る
仕
事
で

あ
っ
た
が
、
ど
の
図
書
館
業
務
か
ら
も
情
報
流

通
や
高
等
教
育
の
全
体
を
見
渡
す
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
た
だ
、
最
初
に
就
い
た
担
当
が
、
図

書
館
業
務
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
、
特
に
意
識

し
な
く
て
も
見
渡
せ
る
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
は

幸
運
で
あ
っ
た
。

大
学
図
書
館
で
は
、
逐
次
刊
行
物
に
関
わ
る

資
料
費
の
割
合
が
図
書
よ
り
も
多
く
、
比
較
的

少
数
の
図
書
館
員
で
業
務
が
遂
行
さ
れ
て
い

た
。
一
人
で
執
行
す
る
資
料
費
の
金
額
も
大
き

く
、
契
約
価
格
を
書
店
と
交
渉
す
る
場
面
に
備

え
、
他
校
の
換
算
レ
ー
ト
の
情
報
収
集
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。
毎
年
秋
の
外
国
雑
誌
の
契
約

更
新
は
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
も
の
の
館
内
の

一
大
行
事
で
あ
り
、
他
館
と
の
情
報
交
換
の
機

会
で
も
あ
っ
た
。
書
店
の
営
業
担
当
と
図
書
館

員
の
両
者
が
一
緒
に
「
学
習
」
す
る
格
好
の
機

会
で
も
あ
っ
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
主
流
に

な
っ
た
現
在
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
要

素
も
加
わ
り
、
規
模
的
に
も
、
内
容
的
に
も
大

き
く
変
貌
し
て
い
る
。

目
録
業
務
や
相
互
協
力
業
務
の
基
盤
の
雑
誌

総
合
目
録
に
関
し
て
は
、
全
国
の
大
学
の
書

誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
が
簡
単
に
利
用
で
き
る
環
境

が
整
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
書
館

業
務
の
機
械
化
以
前
で
あ
っ
た
。
大
学
図
書
館

に
お
け
る
逐
次
刊
行
物
に
関
わ
る
業
務
や
サ
ー

ビ
ス
自
体
が
効
率
化
・
高
度
化
さ
れ
、
多
く
の

人
員
を
要
し
な
い
方
向
に
進
ん
で
い
た
。
ま
た
、

１
９
８
０
年
代
は
大
学
拡
大
の
時
期
で
あ
り
、

技
術
的
な
進
展
の
予
算
措
置
も
保
証
さ
れ
、
大

学
図
書
館
機
能
が
拡
大
す
る
中
で
仕
事
が
で
き

た
。
変
貌
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
変

貌
が
図
書
館
員
を
育
て
た
時
代
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
、
受
入
、
目
録
、
製
本
、
配
架
と

い
う
業
務
の
大
半
の
部
分
は
、
電
子
雑
誌
の
契

約
や
、
ア
ク
セ
ス
環
境
の
整
備
に
置
き
換
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
紙
か
ら
電
子
に
媒
体
が
変

化
し
て
も
、
雑
誌
の
機
能
自
体
は
大
き
く
変
化

し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
過
去
に
働
き
な
が
ら

身
に
つ
け
た
知
識
は
現
在
で
も
有
効
で
あ
る
。

情
報
媒
体
や
情
報
技
術
が
進
歩
し
て
、
図
書
館

組
織
が
変
化
し
て
も
、
本
と
雑
誌
や
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
自
体
が
色
あ
せ
る
こ

と
は
な
い
。

学
術
雑
誌
に
関
し
て
は
、
関
連
図
書
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
70
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
学
術

雑
誌
や
学
術
情
報
流
通
の
全
体
像
は
、
変
貌
し

た
背
景
や
、
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
、
学
術
情

報
流
通
の
最
新
動
向
を
含
め
て
、
以
下
の
図
書

に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 • 

学
術
雑
誌
：
そ
の
管
理
と
利
用　

日
本
図

書
館
協
会　

1976
 • 

ジ
ル
・
ラ
ン
バ
ー
ト　

電
子
時
代
の
学
術

雑
誌　

日
本
図
書
館
協
会　

1989
 • 

土
屋
俊
他　

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
図
書
館

が
変
わ
る　

丸
善　

2003
 • 

倉
田
敬
子　

学
術
情
報
流
通
と
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス　

勁
草
書
房　

2007

２
．
大
学
図
書
館
員
の
学
び
の
現
状

現
在
も
、
情
報
提
供
は
図
書
館
の
使
命
で
あ

る
。
し
か
し
、
資
料
を
書
架
に
並
べ
て
お
け
ば
、

も
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
資
源
へ
の

リ
ン
ク
と
利
用
ガ
イ
ド
を
載
せ
て
お
け
ば
、
利

用
者
が
自
発
的
に
資
料
や
情
報
資
源
を
利
用
す

る
と
い
う
、
単
純
な
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
イ
ル
だ
け

の
大
学
図
書
館
は
、
現
在
で
は
皆
無
で
あ
ろ
う
。

大
学
図
書
館
に
お
け
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

軸
足
を
資
料
や
施
設
・
設
備
な
ど
の
物
的
支
援

に
置
き
つ
つ
も
、
近
年
で
は
、
一
歩
踏
み
出
し

た
人
的
支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
図
書
館
活
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
大
規

模
な
展
開
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
積

極
的
な
情
報
発
信
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
契
約
拡
大
、
研
究
成
果
の

発
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
普

及
、
学
び
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
の
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
な
ど
で
あ
る
。
大
学
図
書
館

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
、
新
し
い
人

的
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

人
的
支
援
と
は
、
要
す
る
に
、
図
書
館
設
置
母

体
の
構
成
員
（
学
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
）

を
対
象
と
し
た
学
び
の
手
助
け
で
あ
る
。

図
書
館
情
報
学
文
献
渉
猟
（
下
）

　

学
術
情
報
流
通
の
変
貌
へ
の
対
応
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長
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川 
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祐
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大
学
図
書
館
の
新
た
な
使
命
は
、
教
員
へ
の

教
育
や
研
究
活
動
の
支
援
で
あ
り
、
事
務
職
員

の
職
務
遂
行
に
お
け
る
、
情
報
探
索
や
情
報
発

信
の
側
面
支
援
も
考
え
ら
れ
る
。
人
的
支
援

の
拡
大
と
、
提
供
す
る
媒
体
の
多
様
化
に
よ
り
、

大
学
図
書
館
の
新
た
な
使
命
は
、
大
学
図
書
館

員
へ
の
新
た
な
学
び
を
要
求
す
る
。
学
術
雑
誌

の
変
貌
に
比
較
し
て
も
、
よ
り
広
範
囲
に
学
ぶ

機
会
が
到
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
ぶ
機
会
の
到
来
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学

に
お
け
る
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
学
生

が
学
ば
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
学
び
を
支
援
す
る
は
ず
の
図
書
館
員
が

学
べ
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
学
ば
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
障
害

が
あ
っ
て
、
学
び
た
く
と
も
学
べ
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
が
存
在
す
る
。

学
び
の
支
援
を
す
る
側
に
学
び
の
ス
キ
ル
が

な
け
れ
ば
、
学
び
の
支
援
は
十
分
に
果
た
せ
な

い
。
学
ば
な
い
学
生
と
、
学
べ
な
い
図
書
館
員

で
は
、
大
学
の
学
び
に
お
け
る
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
更
に
、
図
書
館
や
図
書

館
員
に
対
す
る
社
会
的
な
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
も
あ
り
、
手
を
拱
い
て
い
る
と
、
学

び
へ
の
過
大
な
期
待
が
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
加

速
さ
せ
る
。
大
学
図
書
館
員
全
体
を
見
渡
せ
ば
、

学
び
が
重
篤
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。

３
．
学
び
の
障
害
の
整
理

そ
こ
で
、
現
状
の
打
開
に
は
、
学
べ
な
い
現

状
に
お
け
る
「
学
び
の
障
害
」
を
取
り
除
く
た

め
、
組
織
的
か
つ
図
書
館
業
界
を
あ
げ
て
の
工

夫
が
必
要
に
な
る
。
学
び
の
障
害
は
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
る
。
学
べ
な
い
理
由
や
学
び
の
障
害

を
整
理
す
る
こ
と
は
、
学
び
の
制
約
条
件
を
解

決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
。

（
ａ
） 

情
報
の
急
増

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
、

メ
タ
デ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
認
証

シ
ス
テ
ム
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
電
子
ブ
ッ
ク

な
ど
、
新
し
く
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識

や
新
技
術
は
多
い
。
職
場
の
業
務
に
お
い
て
、

ど
の
技
術
が
、
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
、
個

人
レ
ベ
ル
で
判
断
す
る
の
は
難
し
く
、
学
ぶ
べ

き
優
先
順
位
も
悩
ま
し
い
。

（
ｂ
） 

出
版
と
所
蔵
の
不
足

情
報
は
急
増
し
て
も
、
そ
も
そ
も
、
個
別
の

知
識
や
技
術
の
内
容
を
学
ぶ
た
め
の
解
説
書
が

な
い
。
新
人
の
大
学
図
書
館
職
員
向
け
に
は
、

基
本
的
な
大
学
図
書
館
業
務
を
セ
レ
ク
ト
し
て

具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
解
説
書
は
出
版
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
現
在
は
、
古
書
市
場
で
も
入

手
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

 • 

大
知
っ
て
お
き
た
い
大
学
図
書
館
の
仕
事  

エ
ル
ア
イ
ユ
ー　

2006

学
術
雑
誌
の
最
新
事
情
で
は
、
前
出
の
図

書
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
業
界
情
報
を

掲
載
す
る
雑
誌
に
よ
っ
て
補
う
必
要
が
あ

る
。（ 1  

） A
gainst the G

rain: Linking 
Publishers, Venders and Librarians 

（ 2  

） Inform
ation Today

（ 3  

） Portal: 
Libraries and the A

cadem
y

（ 4  

） 
Serials for the International Serials 
Com

m
unity

（ 5  

） The Serials Librarian 

（ 6  

） Serials Review

は
、
国
内
所
蔵
が
少

な
い
か
皆
無
で
、
入
手
困
難
な
タ
イ
ト
ル
も

あ
る
。

 • 

加
藤
信
哉　

大
学
図
書
館
に
お
け
る
図
書

館
情
報
学
分
野
の
外
国
雑
誌
の
所
蔵
状
況

に
つ
い
て:

予
備
的
調
査　

名
古
屋
大
学
附

属
図
書
館
研
究
年
報　

2
号　

2003   p.1 -
13   <http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/
jspui/bitstream

/2237 /11082 /1 /
annals_02 _01 -14 .pdf>

（
ｃ
） 

時
間
や
投
資
の
不
足
と
職
場
対
応
の
不
備

情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
図
書

館
情
報
学
に
関
す
る
新
刊
や
雑
誌
論
文
を
丹

念
に
読
む
か
、
継
続
的
に
研
修
会
な
ど
に
参

加
す
れ
ば
、
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

は
で
き
る
。
し
か
し
、
仕
事
量
や
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
が
増
加
し
て
も
人
員
は
増
加
せ
ず
、
図

書
館
職
員
は
慢
性
的
に
多
忙
で
あ
る
。
疲
れ

き
っ
た
休
日
に
は
学
ぶ
時
間
が
捻
出
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
勤
務

先
に
図
書
館
情
報
学
関
係
の
資
料
が
豊
富
に

揃
っ
て
い
る
か
、
積
極
的
な
職
員
研
修
を
行
っ

て
い
る
職
場
で
な
い
限
り
、
知
識
や
技
術
習
得

の
た
め
に
は
、
個
人
的
な
投
資
が
必
要
に
な
っ

て
し
ま
う
。

学
び
は
個
人
的
な
営
み
で
あ
る
が
、
職
場
に

お
け
る
組
織
的
な
学
び
を
奨
励
す
る
環
境
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知

識
は
増
加
す
る
。
業
務
の
量
的
な
増
加
と
、
質

的
な
要
求
レ
ベ
ル
の
高
ま
り
も
重
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
コ
ス
ト
優
先
の
管
理
強
化
に
よ
り
、

学
ぶ
こ
と
か
ら
中
長
期
的
に
業
務
改
善
す
る
こ

と
よ
り
も
、
短
期
的
な
成
果
が
求
め
ら
れ
、
目

の
前
の
業
務
消
化
が
奨
励
さ
れ
る
。
個
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
組
織
的
な
取
り
組
み

や
、
業
界
と
し
て
の
学
び
の
環
境
整
備
は
立
ち

遅
れ
て
い
る
。

（
ｄ
）
意
欲
の
低
下

学
ん
だ
成
果
を
実
際
の
業
務
に
反
映
さ
せ

に
く
い
職
場
環
境
で
は
、
学
び
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
。
こ
の
点
が
障
害
の

根
本
原
因
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
の

だ
が
、
意
欲
の
低
下
が
一
般
的
か
と
い
う
と

そ
う
で
も
な
い
。
仕
事
も
学
び
も
両
立
さ
せ

た
い
潜
在
的
欲
求
は
全
て
の
図
書
館
員
に
あ

る
。
研
究
者
が
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
学
術
雑

誌
に
投
稿
す
る
実
態
を
生
々
し
く
描
い
た
小

説
が
あ
る
。
面
白
く
学
べ
る
と
新
人
や
同
僚

に
も
好
評
で
あ
る
。
引
用
論
文
目
録（Science 

Citation Index

）（p. 62

）、
剽
窃
（p. 53

）、

レ
フ
ェ
リ
ー
（p. 94 -98

）、
最
新
論
文
要
約

（Current Contents

）（p. 131

）
な
ど
が

楽
し
め
る
。

 • 

カ
ー
ル
・
ジ
ェ
ラ
ッ
シ　

カ
ン
タ
ー
教
授

の
ジ
レ
ン
マ　

文
藝
春
秋　

1994　
（
改
題

改
訳
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
へ
の
後
ろ
め

た
い
道　

講
談
社　

2001

）

４
．
大
学
図
書
館
員
へ
の
学
習
支
援

人
材
育
成
の
実
施
と
実
施
の
方
法
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
が
、
時
間
も
経
費
も
費
や
さ
な
い

方
法
と
し
て
「
文
献
渉
猟
」
が
現
実
的
で
あ
ろ

う
。
前
号
で
紹
介
し
た
『
大
学
図
書
館
の
業
務

分
析
』
で
、
大
学
図
書
館
関
係
者
に
よ
る
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
に
出
場
し
た
が
、
惜
し
く
も
2
位

で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
機
会
を
捉
え
て
、
大
学

図
書
館
員
へ
の
学
習
支
援
の
一
つ
の
形
式
と
し

て
、
面
白
く
役
に
立
つ
文
献
を
探
し
だ
し
て
紹

介
し
た
い
。

  　

 （
図
書
館
事
務
長
、
図
書
館
員
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
編
集
管
理
人
）
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